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近
年
、
医
療
現
場
は
深
刻
な
人
手
不
足
、
診
療
報
酬
の
抑
制
、
物
価
高
騰
等
の
複
合
的
要
因
に
よ
り
、
地
域
医
療
の
継
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
る
。
現
場
の
医
療
従
事
者
・
医
療
経
営
者
か
ら
は
、
制
度
の
硬
直
性
と
政
策
の
遅
れ
に
対
す
る
不
満
が

強
く
、
医
療
提
供
体
制
の
持
続
可
能
性
は
急
速
に
損
な
わ
れ
つ
つ
あ
る
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
医
療
機
関
の
切
実
な
訴
え
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
か
ら
は
財
政
難
を
理
由
に
具
体
的
な
解
決
が
示
さ
れ

て
い
な
い
。
本
来
、
医
療
提
供
体
制
の
維
持
は
国
の
責
務
で
あ
り
、
制
度
が
現
場
の
実
態
と
乖
離
し
た
ま
ま
放
置
す
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

い
わ
ゆ
る
三
六
協
定
の
適
用
の
在
り
方
に
つ
い
て 

 
 

三
六
協
定
の
趣
旨
は
、
時
間
外
労
働
に
制
約
を
課
し
て
労
働
者
を
保
護
す
る
点
に
あ
る
。 

 
 

一
方
で
、
医
療
・
介
護
分
野
で
は
慢
性
的
な
人
員
不
足
の
中
で
、
三
六
協
定
に
よ
る
労
働
時
間
制
限
が
業
務
負
担
の
増
大

と
医
療
の
質
の
低
下
を
招
い
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る
。 

 
 

本
人
が
希
望
し
て
も
本
業
務
の
延
長
が
認
め
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
副
業
を
認
め
る
現
在
の
制
度
で
は
、
時
間
外



 

２ 

 

労
働
に
制
約
を
課
し
て
労
働
者
を
保
護
す
る
と
い
う
本
来
の
三
六
協
定
の
趣
旨
か
ら
潜
脱
し
か
ね
な
い
上
、
本
業
現
場
の
慢

性
的
な
人
員
不
足
の
解
決
か
ら
は
遠
ざ
か
る
。
そ
の
た
め
、
現
場
か
ら
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

そ
こ
で
、
労
働
者
保
護
を
重
視
し
つ
つ
、
医
療
従
事
者
本
人
の
自
発
的
希
望
が
明
示
的
で
、
そ
の
意
思
決
定
に
事
業
主
の

不
当
な
介
入
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
三
六
協
定
に
よ
る
労
働
時
間
制
限
の
弾
力
的
運
用
の
余
地
を
例
外
的
に
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
、
政
府
の
検
討
状
況
及
び
見
解
を
伺
う
。 

二 

入
院
時
食
事
療
養
費
の
単
価
設
定
の
在
り
方
に
つ
い
て 

 
 

物
価
や
光
熱
費
が
高
騰
す
る
中
、
現
在
の
食
事
提
供
単
価
で
は
治
療
食
等
を
含
む
質
の
確
保
は
、
現
実
に
は
困
難
で
あ
る

と
の
意
見
が
現
場
か
ら
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
「
入
院
時
食
事
療
養
費
制
度
」
発
足
以
来
の
食
事
療
養
費
等
は
、
現
在
ま

で
幾
度
か
の
見
直
し
を
経
た
も
の
の
、
金
額
の
上
昇
は
微
々
た
る
も
の
で
あ
り
現
実
的
な
価
格
設
定
と
は
い
え
な
い
、
と
い

う
こ
と
が
現
場
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

 

１ 

国
は
、
必
要
コ
ス
ト
を
踏
ま
え
た
「
模
範
食
」
を
提
示
し
た
上
で
現
実
的
な
単
価
を
設
定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
根
拠

を
明
示
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

２ 

国
は
「
値
段
の
み
を
定
め
て
調
理
方
法
は
現
場
任
せ
」
と
し
て
い
る
現
状
を
改
め
、
食
事
療
養
費
の
単
価
設
定
の
在
り



 

３ 

 

方
に
つ
い
て
指
針
の
明
確
化
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。 

三 
保
険
外
併
用
療
養
費
制
度
の
柔
軟
化
に
つ
い
て 

 
 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
単
位
数
、
看
護
・
介
護
の
追
加
提
供
、
医
療
材
料
の
グ
レ
ー
ド
等
に
つ
い
て
、
患
者
が
希
望
す

る
場
合
に
は
自
由
診
療
枠
を
柔
軟
に
認
め
る
べ
き
と
の
現
場
の
意
見
が
強
い
と
い
う
。 

 

１ 

必
要
最
低
限
は
保
険
診
療
で
保
障
し
つ
つ
、
希
望
者
に
は
自
由
診
療
に
よ
る
追
加
サ
ー
ビ
ス
を
認
め
る
保
険
外
併
用
療

養
費
制
度
の
柔
軟
化
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

２ 

緊
急
手
術
や
よ
り
良
い
高
度
材
料
の
使
用
等
を
患
者
が
希
望
す
る
場
合
、
そ
の
患
者
の
追
加
負
担
に
よ
り
医
療
の
選
択

肢
を
広
げ
る
制
度
設
計
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

四 

美
容
医
療
等
の
自
由
診
療
と
保
険
診
療
の
関
係
に
つ
い
て 

 
 

美
容
医
療
等
の
自
由
診
療
で
行
わ
れ
た
医
療
行
為
に
起
因
す
る
問
題
を
公
的
保
険
制
度
で
あ
る
保
険
診
療
で
救
済
し
て
い

る
現
状
に
つ
い
て
、
制
度
の
公
平
性
を
欠
く
と
の
批
判
が
あ
る
。
自
由
診
療
で
生
じ
た
問
題
に
つ
い
て
は
自
由
診
療
内
で
の

解
決
を
原
則
と
す
る
制
度
化
を
検
討
す
べ
き
時
期
で
は
な
い
か
。
政
府
の
検
討
状
況
、
問
題
意
識
や
見
解
を
伺
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


